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裁　　決 書

審査請本人　㎜ ，

２２保援第１ １ ０ ４号－１４

卜 春日市原町3-1-5
処　分　庁　　春日市福祉事務所長

上 記 審 査 請 求 人 （以 下「請 求 人 」と い う､。） か ら 、 平 成 ２ ２年 ６ 月 １ ７ 日 付 け で 提

起 の あ っ た 上 記 処 分 庁 の 生 活 保 護 法 （昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 １ ４ ４ 号 。 以 下 「法 」 と い

う 。） に 基 づ く 平 成 ２ ２ 年 ２ 月 分 保 護 変 更 決 定 処 分 （以 下 「本 件 処 分 甲 」 と い う 。）

㎜　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　鈩に 対 す る 審 査 請 求 （以 下 「審 査 請 求 甲 」 と い う 。）、 平 成 ２ ２ 年 ３ 月 分 保 護 変 更 決 定

処 分 （以 下 「本 件 処 分 乙 」 と い う 。） に 対 す る 審 査 請 求 （以 下 「審 査 請 求 乙 」 と い

う 。）、 平 成 ２ ２年 ４ 月 分 保 護 変 更 決 定 処 分 （以 下 「本 件 処 分 丙 」 と い う 。） に 対 す

る 審 査 請 求 （以 下 「審 査 請 求 丙 」 と い う 。） 及 び 平 成 ２ ２ 年 ５ 月 分 保 護 変 更 決 定 処

分 （以 下 「本 件 処 分 丁 」 と い う 。） に 対 す る 審 査 請 求 （以 下 「審 査 請 求 丁 」 と い う 。）

に つ い てi 次 の と お り 裁 決 し ま す 。　　　　　　　　　　　　　　　 ‘

主 文

本件処分甲、本件処分乙、本件処分丙及び本件処分丁を取り消します。

理 由

第１　審査請求の趣旨及び理由　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　 ノ

審査請求甲ないし審査請求丁の趣旨は、本件処分甲ないし本件処分丁の取消

しを求めるというもので、その理由として請求人は、次のとおり主張している

ものと解されます。　　　　　　　　　　　　　ノ　　レ
１　処分庁は、本件処分甲ないし本件処分丁を行うに当たって、通勤用に使用

１
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している自動車のガソリン代及び車検費用等を就労収入から控除しておら

ず、これらの費用は請求人の自己負担のため、生活苦となっている。

２　また、処分庁は、保護決定（変更）通知書に「別紙をご覧ください」と記

載しているにもかかわらず、別紙を添付していない。

３　さらに、賞与収入に対して、特別控除を行っていない。　　　　 ユ

第 ２　 処 分庁 の弁 明 の趣 旨 及 び 理 由 ト　　　　 レ　　 ト ．　　　 こ

処 分庁 の弁 明 の趣 旨 ぱ 、審 査 請 求 甲な いし 審 査請 求 丁 め 棄却 甚求 め る とい う

も の で 、そ の 理 由 は、 次 の と お り と解 さ れ ま す．　　　　　　　　　　　　 い

1二 請求 人は 、 自動 車 を実 質 的 に所有 し 、 使 用して い る事 実 を 処分 庁 に隠し 、

公 共交 通 機 関 を利 用 して 通 勤 し て い る と 主 張し て き た．処 分 庁 は 請求 人 の 自

動 車 の使 用 につ い で は 認 めて いな い ．そ の た め、車 検 費 用等 の控 除 は行 って
●　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　･１ ｊ　　　　　　　　、
＼　 いな い．　　　　　　 コ　　　　　　　 ・．．･．．　　　　･ ．・　　　　　　　 ．・・
２　 請 求 人 が 所 有 す る 自 動 車 のガ ソ リ ン 代 に つ いて は、両当 事 者 間 にお け る審

ヶ　 査庁 の平 成 ２１ 年 １ ０ 月 23 旧 付 け 裁 決 書 にお いて 、通勤 費 等 の実 費 の 額 を

、　　 認定 す べ き と 判 断 さ れ た た め、平 成 ２１ 年 １ 月分 か ら平 成 ２ ２年 ２月 分 まで

のガ ソ リ ン 代 を 通 勤 費と し て 平 成 ２ ２ 年 ２ 月１ 日 に認 定 し 、平 成 ２ ２年 ３月

分 か ら 平 成 ２ ２年5 月ヽ 分 ま で のガ ソ リ ン 代 につ いて は平 成 ２ ２年 ５ 月分 で

ぃ　　 実 費 控除 を 行 っ た．

３　 処 分 庁 は 、請求 人 に交 付 し た平 成 ２ ２年 ２月、３月 、４ 月 及び ５月 分保 護

卜　 決定 （変 更 ） 通 知 書 に別 紙 の添 付 を行 って いな かっ た こ と を認 め る．-　 、

△４　 処 分 庁 は 、毎 月特 別 控除 を 行 う ので は な く 、８月 と １ ２月 の年 ２回 行 う旨

請 求 人 に説 明 済 みで あ る．　　　　　 ▽　 ．．．．･．・・　　　　 ．･．　　　　　･･ ．

第 ３　 反 論 の 趣 旨　　　　　　 ト　　　　　　　　　　 レ 犬
●　、　　　。　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　・
二 請 求 人 の 反 論 の 趣 旨 は 、 次 の と お り と 解 さ れ ま す 。　 犬　　　　 ∧

１　 請 求 人 は 、 勤 務 先 の 移 転 に 伴 い 遠 距 離 通 勤 を 余 儀 な く さ れ 、 ま た 大 腸 が ん

や そ の 他 に も 多 数 の 病 気 を 抱 え て い る た め 、や む を 得 ず 自 動 車 を 使 用 す る 特

別 な 事 情 が あ る 。 に も か か わ ら ず 、 処 分 庁 は 、 生 活 保 護 受 給 者 の 自 動 車 の 使

用 は 認 め て い な い と し て 、 車 両 関 連 費 （ 自 動 車 税 、 車 検 費 用 、 保 険 料 等 ） の

就 労 収 入 か ら の 控 除 を 認 め な い こ と は あ ま り に も 非 人 道 的 で あ る 。

２　 処 分 庁 は 、 平 成 ２ １ 年 １ 月 分 か ら 平 成 ２ ２ 年 ２ 月 分 の ガ ソ リ ン 代 ９ ４ 、 ８
・　　■　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　¶　　　　　　　　 四　　　　。　　　　　　　　・
づ　 ７ ９ 円 を 平 成 ２ ざ 年 ２ 月 １ 白 に な っ て よ う や く 認 定 し た も の の 、請 求 人 の ２

２
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月に車検があるので、その支払いに充てたいという申し出を無視して一方的

に生活保護費の本人支払額と相殺した。また、処分庁は、相殺後の３ ６，３

２５ﾚ円は近いうち支給するので、車検費用はカードで払っておくように言っ

ておきながら、現在も支給していない。∇　　　　　二　　　　　　／

第４　処分庁の再弁明の趣旨　　　っ　　　　　　　卜

処分庁の再弁明の趣旨は、次のとおりです。二

１　請求人の主治医から、請求人の主張する病気（過敏性腸症候群）は、長時

間の公共交通機関の乗車は負担があるとの自覚症状は聞き取っているが、請

求人は長時間の勤務（午前８時３０分から午後７時２０分まで）を続けてお

り、公共交通機関での通勤の大きな阻害要因となるとは考えにくい。

このた溲）処分庁は、請求人の主張する病気（過敏性腸症候群）は「生活保

護法による保護り実施要領の取扱いについてJI「昭和３８年４月１日社保第

十　３４号厚生省社会局保護課長通知。以下f 課長通知」という。）に規定する

通勤用自動車保有の該当事項である「通勤することがきわめて困難」（第３

の９）の理由には該当しないと判断しだ。　△　　　十　　　　し
２　請求人の通勤時における交通の利便性についても、請求人宅からは鉄道、

バス、自転車等の交通用具の使用により勤務先まで十分通勤可能な距離であ
犬　　 り、また複数のルートを利用することができる。処分庁が認めた請求人の通

勤経路は以下のとおりである。し　　　　　　　　　十 ＼　　　　　ユ　　コ

（１）　第一経路　　 っ　　犬　　　　　　　　　　　　△
∇　　　　自宅→(0.9  km ・徒歩）→JR 南福岡駅→(6.7km ・鉄道）→JR 博

多駅→博多駅交通センター→(14  km ・バス）→山の神→(1.2km 徒歩）

→勤務地　・

（２） し第二経路
二　　自宅→(1.8  km ・徒歩）→西鉄雑餉陬駅→(8.0  km ・鉄道）→西鉄

福岡駅→天神日銀前→（１６ km* バス）→猪野赤坂→(0.6km 徒歩）

’＼・　　　　　　　　　３レ　　　　　　　　．　二
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→勤務地

３　処分庁は、上記の通勤経路を確認し、課長通知の「公共交通機関の利用が

著しく困難な地域にある勤務先に自動車により通勤する場合」（第３の９）

に該当しないと判断した。し　　　　　　　　　　　　　　　 づ

さらに、請求人の症状について、平成２０年 ］/1月亅 ８日に実施した主治

医病状調査によると大腸がんは早期がんであり、術後再発の兆候はなく、そ

の他の傷病は主に生活習慣病であり、月に１回程度の通院を行っているが、

、定期検査、薬の服用、食事療法、軽運動等の＝-般的な治療と指導がなされる

程度である。　　　　　　　　　　　　、
４　請求人が長期にわたり就労していることについては評価できるが、自動車

の運転が禁止されていることを知りながら、処分庁に無断で長期にわたり自

動車を使用していたこと及び通勤手段に係る他の生活保護利用者との均衡

を考えると自動車の使用を認めることは適当ではない。

以上の理由から、処分庁は請求人の通勤時における自動車の使用について

認めないものである。　　　　　　‥ ‥‥‥　　　　　　、

第 ５　 再 反 論 の 趣 旨　 ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

つ　
」 青求 人 の 反 論 の 趣 旨 は 、 次 の と お り と 解 さ れ ま す 。

１　 戔 分 庁 は 、 公 共 交 通 機 関 で の 通 勤 が 可 能 で あ る と 主 張 す る が 、 請 求 人 は 会｡｡
、　　　丶　　　　、 ｌ． 。　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　Ｉ

ノ　　 社 出 勤 時 間 の ３ ０ 分 前 に は 出 勤 し 、 ア ル コ ー ル 検 査 や 車 の 点 検 作 業 、ガ ソ リ

ン の 給 油 等 の 作 業 を 行 う て お り 、 処 分 庁 が 示 す 通 勤 経 路 で は 、勤 務 先 の 定 め

る 出 発 時 間 に 間 に 合 わ ず 、 公 共 交 通 機 関 で の 通 勤 は 不 可 能 で あ る 詞 請 求 人 の

主 張 す る 出 勤 時 間 は 以 下 の と お り で あ る 。

４
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収 集 ル ー ト と は 、 請 求 人 が 郵 便 物 を 収 集 す る 区 画 及 び 順 路 の こ と で あ り 、

ノ請 求 人 は 勤 務 先 か ら 指 定 さ れ た 収 集 ル ー ト に 間 に 合 う よ う に 出 勤 し て い る 。

そ の た め 、 処 分 庁 が 示 し た 通 勤 経 路 で は 、 休 日 の 出 勤 は 明 ら か に 間 に 合 わ な

い 。　　　　　　　 ク　　　　　　　　　　　 Ｊ　 一　卜　　　　　　　　　　　 卜

２ つ ま たi 請 求 人 は 傷 病 を 抱 え て お り 、 処 分 庁 が 示 す 平 日 の ７ 時 ４ ５ 分 に 山 の

神 停 留 所 に 到 着 す る 経 路 で は 、j博 多 駅 到 着 か ら バ ス の 乗 り 換 え ま で ８ 分 間 し

か 余 裕 が な く 、請 求 人 の 年 齢 や 身 体 状 況 で は 移 動 で き る か 疑 問 で あ る 。ま だ 、

山 の 神 停 留 所 か ら 勤 務 地 ま で は 徒 歩1.  2km と な っ て お り 、請 求 人 の 身 体

状 況 で は ２ ０ 分 程 度 か か る と 思 わ れ 、少 な く と も 平 日 の ７ 区 及 び １ ０ 区 の 収
･"　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　１　－ ｜
集 ル ー ト の 場 合 は 間 に 合 わ な い 。な お 、 処 分 庁 の 示 す 西 鉄 電 車 を 使 用 す る 通

勤 経 路 は 全 て 勤 務 時 間 に は 間 に 合 わ な い 。　 卜

い ず れ の 通 勤 経 路 も 自 宅 か ら 勤 務 地 ま で ２ 時 間 以 上 の 通 勤 と な り 、請 求 人

の 現 在 の 身 体 状 況 と 年 齢 か ら 、 公 共 交 通 機 関 で の 通 勤 は 無 理 で あ る 。

第 ６　 処 分 庁 の 再 々 弁 明 の 趣 旨　　　　　　　　 レ　　　　 ニ　　 ∧

づづ 処 分 庁 の 再 々 弁 明 の 趣 旨 は 、 次 の と お り で す 。　　　　　　　　　 十

１　 処 分 庁 は 、 平 成 ２ ３ 年 ３ 月 １ １ 日 に 、 請 求 人 の 主 治 医 に 病 状 調 査 を 改 め て
、　　　　　　　　　、　　●　　　●　　　●　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　・　　　　Ｉ ㎜■実 施 し た 。 主 治 医 に よ る と 、 請 求 人 は 便 意 が 頻 回 で あ る た め 、 長 時 間 の 乗 車

十　 通 勤 は 無 理 で あ る と の 回 答 を 得 た が 、請 求 人 の 通 勤 経 路 で は 、鉄 道 の 乗 車 時

間 は １ ０ 分 前 後 で あ り 、 バ ス の 乗 車 時 間 は･4 5 分 か ら １ 時 間 程 度 で あ る 。 ま

た 、 処 分 庁 は √ 通 勤 時 間 を 短 縮 す る た め 、 請 求 人 に 対 し て 転 居 指 導 を 行 っ て

き た 。　　　　　　　　　　　　　　 ‥　　　　　　 △

２　請求人は、処分庁に平成１９年８月から㎜ に直接出勤するこど
となった旨記した書面を提出しており、その後は給与明細書とともに√J R

５
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南福岡駅から門松駅までの往復交通費を申告していたため、処分庁は､ 請求

大が公共交通機関を利用して通勤しているものと認識していたが、請求人は

処分庁の許可を得ずに自家用車で通勤していることがわかった。処分庁は、

･平成２０年１０月２４日に公共交通機関で通勤するよう指導し、同年１０月

２８月に現地調査を行った。ﾚ調査の結果、公共交通機関での通勤が可能と判

断し、同年１０月３０日請求人に自家用車による通勤をやめ、公共交通機関

により通勤するよう指導した。　　 ＼
Ｊ

３　請求人は、勤務開始時間より早ぐ出勤し、車の点検作業等を行っていると

主張するため、処分庁は請求人の出勤時間について勤務先に事実確認をしよ

うとしたが､請求人の同意が得られなかったため出勤時刻の確認が行えなか

った。卜　　　　　　　卜
４　請求人の休日勤務につい七は、公共交通機関による通勤では始業時間に間

●　　FI　　・　　　　　　　　　　　　　・
に合わないことは事実であり、処分庁は、請求人に通勤時間の短縮のため勤

務地の近くへ転居するよう指導を行ってきた。　　 ≒　　　　¶¶Ｉ･　　
■．　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊまた、早朝勤務は１月当たり数回であるため、始業時間に間に合わない場

合は、勤務先の最寄駅からタクシーを利用できる旨及びこれに係る経費は生

活保護費の収入認定額から控除する旨伝えている。　　 ’　　　　‥

第７　再々反論の趣旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二

宍請求人の反論の趣旨は次のとおりと解されます　ダ

請求人の病状については、主治医の調書のとおりであ’るが、請求人はこのほ

かにも中等症高血圧と糖尿病を合併しており、痛風や坐骨神経症という足腰の

Ｉ　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ ｉ倅害も持っているに　　　 ＼　　　 十　　　　　 。　　　　　　　　 ≒
出勤時間め勤務先への確認について、請求人は、就職時から病気を持ってい

ることや生活保護受給者であることも勤務先に告げていなかったので、知られ

て職を失うことを恐れ、事実確認に同意しなかったものである。

第８　認定事実　　。　　　　　　　　　　　　　　。･　　　　　　　厂
当庁が認定した事実は√次のとおりです。　　　　　　　　　　　　ｙ

１　平成１４年２月５日　　　　　　　　　　　　　　　　　卜　　　上　　　〉
請求人は、単身世帯として保護を受給開始したこと。　　　 二

処分庁は請求人に対し、請求人の居住する借家が高額家賃のため転居指導を

ダ　行うたこと、なお、請求人は、借用している駐車場について、息子か来たとき

６
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のため借用していると述べたこと。
2二平成１ ５年６月１６日

請求人黽 処分庁に来庁し、月月７㈲妬糟屋郡久山町にある㎜

就職した旨及び勤務時間は午前８時３０分から午後７時
２ ０ 分 ま で で あ る 旨 報 告 し た こ｡と 。

■　　　　　　●　　　Ｓ　　　　　　　　丶
３　 ’平 成 １ ９ 年 １ 月 １ １ 日　　　　　 ‥ ／

請 求 人 は 。処 分 庁 に 対 し 、勤 務 し て い る の集

配センターが皿 から㎜ に移転することになった旨報告した
こと。　　　　　･･　　　　　　　　ト　　　 ノ　ノ　　　ニ　　　ト

4卜 平成１９年１ ０ 月　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　‥　　 二

請求人は、処分庁に対し、平成１９年９月分給与支給明細書を提出し、次の

とおり記載したメモを添付したこと。・

・８月７日より㎜ Ｘ直行勤務 門松駅
＼　　　　　 東区 蒲 田 ４丁 目13-70

・8 月 １ 日、 ３ 日、 ５ 日　　　@2  2  0 円 Ｘ ２ 回×……3日　　1,3  2 ０円

・ ８月 ７ 日、し ９日、 １ １ 日、 １ ３ 日、 １ ５日 、 １ ７日、2 11 日、 ２ ３ 日、 ２ ５

日、 ２ ９日　　　　　　　　@360 円､× ２ 回× １ ０ 日　　7,  2  0  0 円

・通勤 交 通費 （８月 度 ） １ ３ 日間　　　 ８， ５ ２ ０ 円

５　 平 成2 01 年 ９月2-5 日　　　　 ▽

処分 庁 は 、請 求 人 が 処､分庁 に来庁 し た 際 、請 求人 が 息子 名 義 の 軽 自 動車 を 使

l用 して い る こ と を確 認 し た ため 、息 子 に 軽 自動 車を 返 還す る よ う 指導 した こ と。･

な お 、 軽 自動 車は 、 初 年度 登 録 が平 成 ９年 で あ った こと 。　 つ つ

６卜 平 成 ２ ０年亅 Ｏ月 ２４ 日　　　　　　　　　 ／　　　　　　　　　　　 十
。　　　、　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　丶ｊ＼請求 人 は 、 処 分庁 に来 庁 し 、 通勤 の ため 自 動 車を 使 用 し た い 旨述 べ た こ と。

こ れ に対 し 処 分 庁 は 、 特 別な 事 情以 外 は 自動 車 の運 転 は 禁止 さ れて い るこ と 、

公 共 交 通 機 関 を利 用 す る こ と及 び 自動 車 の 所 有 は 維持 費 、駐 車 場代 等 経 費 が高

く 生活 を 圧 迫 す る の で 早く 処 分 す る こと 等 を 説 明 ・指 導 し た こ と。

７　 平 成 ２ ０年 １ ０月 ２ ８日　　　　　 ｊ　ご

処 分 庁 は 、現 地 調 査 をし 、次 の とお り 、西 鉄ﾉ ﾍﾞｽ 及 び ＪＲ バ ス の路 線 があ る

こ とを 確 認 し た こと 。　　　　　　　 ’　　　　　　 イ

・西 鉄 バ ス ：西 公 園 →天 神→ 吉 塚駅４ 猪 野 赤 坂

･⊃ Ｒ バ ス ：博 多 駅 崘 筑 前蒲 田 → 山の 神:

8 ’平 成 ２ ０年 １ ０月 ３ ０日　 二　　　　　　 よ　 ＝

７
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一

処 分 庁 は 、来 庁 し た 請 求 人 に 対 し 、バ ス 路 線 が あ る こ と を 伝 え 、公 共 交 通 機

関･で 通 勤 す る よ う 指 導 し だ こ と 。 ま た √法 第 ２ ７条 に 基 づ く 指 導 指 示 書 を 手 交

し た こ と 。伺 指 示 書 に は 、 仕 事 上 の 運 転 を 除 い て 一 切 自 動 車 の 運 転 を し な い よ

う 記 載 さ れ て い た こ と 。‥ ‥ ‥　 ‥ ‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇

９　 平 成 ２ ０ 年 １ １ 月 ７ 日　　　　 ｊ

。請 求 人 は 、 処 分 庁 に 来 庁 し 、 自 動 車 を 利 用 し て い る と 述 べ た こ と 。

10　 平 成 ２ ０年 １ １ 月 １ ８ 日　　　　　　　 コ　　　　　　　　　　 十

処 分 庁 は 、
㎜

の 主 治 医 に 面 接 し 、請 求 人 の 病 状 調 査 を 行 い 、次

（か調 査 結 果 を 得 た こ と 。　　　　　　　　　　　　　 ∧　　　　　　 ＼

大 腸 が ん は 早 期 が ん で あ り 、術 後 再 発 め 兆 候 はな い 。そ の 他 の 傷 病 は 、主 に

生 活 習 慣 病 で 月､に １ 回 程 度 の 通 院 で あ り 、 定 期 検 査 、 薬 の 服 用 、食 事 療 法 、 軽

運 動 等 の 一 般 的 な 治 療 と 指 導 で あ る 。　　 犬　　 卜

11　 平 成 ２ １ 年 ５ 月2/5 日　 ＼　 ＼　 卜　　 尚

請 求 人 は 、同 年 ４ 月 １ 日 付 け 保 護 変 更 決 定 処 分 に 係 る 審 査 請 求 を 提 起 し た こ

と 。・

12　 平 成 ２ １ 年10, 月 ２ ３ 日　　　　　　　　　　 し

万審 査 庁 腿 、 上 記 審 査 請 求 に 係 る 裁 決 書 帝 両 当 事 者 に 送 付 し た こ と 。 ま た 、 同

裁 決 書 に お､い て 、「勤 労 収 入 を 得 る た め の 必 要 経 費 と し て 通 勤 費 等 の 実 費 の 額

を 認 定 し て い な い 点 に お い て 相 当 で な 」＼い と 判 断 し た こyと 。 ＼　/

13 、平 成2 匸L 年 １ ２ 月’･2日　　　　　　　　　 し　　 ‥

請 求 人 は 、同 年 １ １ 月 分 の 収 入 状 況 申 告 書 を 給与 支 給 明 細 書 及 び 国 民 年 金 保

険 料 領 収 書 （↓ Ｏ月 分14,  660 円 ）二膏 添 付 の 上 処 分 庁 に 提 出 し た こ と 。 給

ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　．　　　　　　　　　　ｌ　　、
与 支 給 明 細 書 は 、支 給 額 １ ６ ８ ， ７ １ ４ 円 、雇 用 保 険 料67

し5
円 、所 得 税 １ １ ，

２ ．０ ０ 円 で あ っ た こ と 。∇　　　 厂　　　　　　　　　　　　　　 し　　 卜

14　 平 成 ２ １ 年 １ ２ 月 １ ８ 日　　 ニ　　　　 ニ　　　　　　　　　　 ノ　 △

処 分 庁 は 、 平 成 ２ ２ 年 ｔ 月 分 保 護 費 を 次 の と お り 算 定 し た こ と 。＼

ア　 最 低 生 活 費　 １ ０ 3,  4  7  0 円　　 ト　　　　　　　　　　 ニ　 ノ

ト　 （生 活 扶 助68,800 円 、 住 宅 扶 助32,000 円 、 冬 季 加 算2,670 円 ）

イ　 収 入 認 定 額　 １ ６ 8,  7  14 円 （給 与 収 入 匚

ウ　 控 除 額　　　　 ５ 4,625 円　　　　 ノ

（基 礎 控 除28,090 円 √ 雇 用 保 険 料675 円 、 所 得 税11,200 円 、 国 民 年 金

卜　 保 険 料14,660 円 ）　　 二

エ　 収 入 充 当 額　114,0 ８･９ 円
卜
（イ ー ウ ）　　　　　　　 十 ／

８
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オ　 保 護 費　　-10,  6  19 円 （ 本 人 支 払 額10,6 １ ９ 円 ）（ ア ー エ ）

15　 平 成 ２ １ 年 １ ２ 月 ２ ４ 日　　　　　　　 十　　　　　　　　　　　　　 ＼

¶　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｜処 分 庁 は 、 請 求 人 宅 を 訪 問 し 、平 成 ２ １ 年 ま で 毎 月 認 定 し て い た 特 別 控 除 を

平 成 ２ ２ 年 か ら 年 ２ 回 と す る 旨 説 明 し た こ と 。　　 ‥

16　 平 成 ２ ２ 年 １ 月 １ ４ 日

請 求 人 は 、 平 成 ２ １ 年 ］｡2 月 分 の 収 入 状 況 申 告 書 を 給 与 支 給 明 細 書 、賞 与 支

給 明 細 書 及 び 国 民 年 金 保 険 料 領 収 書（ １ １ 月 分14,660 円 、１ ２ 月 分 １ ４ ，

６ ﾌﾟ60 円 ） を 添 付 の 上 処 分 庁 に 提 出 し た こ と 。 給 与 支 給 明 細 書 は 、 支 給 額 １ ６

１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　 １２ｊ。 ７ １ ３ 円 、 雇 用 保 険 料 ６ ５ １ 円 ご 所 得 税10,  3  0  0 円 で あ り 、 賞 与 支 給

明 細 書 は 、 支 給 額 ６ 6,  0  0  0 円 √ 雇 用 保 険 料 ２ ６ ４ 円 、 所 得 税6,573 円

で あ っ た こ と 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＋

17　 平 成 ２ ２ 年 Ｌ 月 ２ ２ 日　　　　　　　 づ

∧処 分 庁 は 、 同 年 ２ 月 分 保 護 費 を 次 の と お り 算 定 し た こ と （ 本 件 処 分 甲 ）。

ア　 最 低 生 活 費　 １ ０ ３ 、 ４ ７ ０ 円　　　　　　　　　　　　　 卜卜

ヽ
（生 活 扶 助68,800 円 、 住 宅 扶 助32,000 円 、 冬 季 加 算2,670 円 ）

イ　 収 入 認 定 額 よ。2 3  9,　 ３ ３ ２ 円　　　　　　　　　　　　 ｙ

（給 与 収 入162,713 円 、｡賞 与66,000 円 、 １ 月 分 本 人 支 払 額10,619 円 ）

： ウ　 控 除 額　　　　 ７ ７ ， ３ ０ ８ 円　　　　　　　　 卜

（基 礎 控 除30,200 円 、 給 与 雇 卅 保 険 料651 円 、 給 与 所 得 税10,300 円 、

、
賞 与 雇 用 保 険 料264 円 、 賞 与 所 得 税6,573 円 、 国 民 年 命 保 険 料1 づ1 月

分14,660 円 、 詞 １ ２ 月 分14,660 円 ）

工　 収 入 充 当 額　1  6  2,  0  2  4 円 （ イ ー ウ ）　　　 レ

オ　 保 護 費　　 － ５ 8,  5  5  4 円 （ 本 人 支 払 額 ５ ８ ， ５ ５ ４ 円 ）（ ア ー エ ）

18　 平 成 ２ ２ 年 ２ 月 １ 日　 卜　　 十　　　　　 ‥

処 分 庁 は 、 前 記12 の 裁 決 書 に 基 づ き 、 請 求 人 に 対･し て ガ ソ リ ン 代 の 単 価 及

・び 計 算 方 法 に つ い て 説 明 し 、請 求 人 が 同 意 し た 単 価 に 基 づ い て 、下 記 の と お り 、

必 要 経 費I と し て 平 成 ２ １ 年 １ 月 分 か ら 平 成 ２ ２ 年 ２ 月 分 ま で の ガ ソ リ ン 代 計

９ 4,879 円 を 認 定 す る こ と と し た こ と 。 ま た 、 ２ 月 分 本 人 支 払 額5.8,  5

５ ４ 円 を 差 し 引 い た 上 で 必 要 経 費3  6,  3  2  5 円 を 支 給 す る こ と と し た こ と 。

（ １ ） 認 定 方 法　 二　　　　　　　　 十

卜　 必 要 経 費 額=  2  3  km ÷ ９ ｋ ｍ ／９〉く１ １ ９ 円 旭 × ２（往 復 ）× 勤 務 日 数

。 （通 勤 距 離 （片 道)  2  3  km 、 燃 費9 km/fi 、 ガ ソ リ ン 単 価 １ １ ９ 円 劭

９
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（２）必要経費額合計９ 4,879 円¬-２月分本人支払額５８厂554: 円

＝必要経費支給額3  6, 3  2 5 円

19　平成２２年２月１２日 ▽　　　　　　 ／　　　　　　　　 ／　　　　　。，
請求人はi 同年！月分の収入状況申告書を給与支給明細書及び国民年金保険

料領収書（１月分1  4, 6  6 0 R) を添付の上処分庁に提出しだこと。給与支

給明細書は，支給額1  7 0,7  5 7 円，雇用保険料６８３円，∧所得税１ １ ，６

００円であったこと。　　　　　　＼　　　　　　　　／　　　　　　　　ダ

20 ご平成２２年２月１９日　　　＼　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　` ･

処分庁は，同年３月分保護費を次のとおり算定したこと（本件処分乙）。 ／

,ア　最低生活費　１ ０ 3,470 円　 ………　　　　　　　　　 ，

（生活扶助68,800 円，住宅扶助32,000 円，冬季加算2,670 円）

イ　収入認定額　１７０厂７５７円（給与収入）卜　　　　　 ＼ １

ウ　控除額　　　　 ５ 4, 933 円　　　　　　　 ，

（基礎控除28,090 円，i給与雇用保険料683 円，給与所得税11,500 円，

… ……国民年金保険料14,660 円）　　　　　　　　　　　 ＼　匸　十　　ダ

エ｡ 収入充当額　115,  824 円（イーウ）　 ＜　　　　 ’I

10
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オ　 保 護 費 ／　-12,3 ５ ４ 円 （本 人 支 払 額12,  3 ５ ４ 円 ） （ア ー エ ）

21　 平 成 ２ ２年 ３ 月 １ ２ 日　　　　　 ノ　　　　　　　　　　　　　 十

」 青求 人 は 、同 年 ２ 月 分 の 収 入 状 況 申 告 書 を 給 与 支 給 明 細 書 、国 民 年 金 保 険 料

領 収 書 （ ２月 分14,  6  6  0 円 ）、 国 税 還 付 金 振込 通 知 書 （５ ６ ， ６ ９ ６ 円 ）

及 び 軽 自 動 車 車 検 代 領 収 書 （亅4,000 円 、「残 額5  0,0 010 円 は 力・--ﾄﾞ

払 い 」 と 記 載 さ れ て い る 。） を 添 付 のう え 処 分 庁 に 提 出 し た こ と 。 給 与 支 給 明

細 書 は 、支 給 額 １ ５ ８ √ ６ ６ ３ 円 、 雇 用 保 険 料 ６ ３ ５ 円 、所 得 税 ９ ， ７ ０ ０ 円

で あ っ た こ と 。　　　　　　　　　　　　　　 ＼

22 卜平 成211 2 年 ３ 月 ２ ４ 日　　　 十　　　　　　　　　　 犬　 卜

／　’処 分 庁 は 、 同 年 ４,月 分 保 護 費 を 次 の と お り 算 定 し た こ と （本 件 処 分 丙 ）。

ア　 最 低 生 活 費　 １ ０ ０， ８ ０ ０ 円 犬　 卜 ヽ　　　　　　　　　　 卜

（生 活 扶 助68,800 円 、 住 宅 扶 助32,000 円 ）　　　 卜　　　　　　 十

イ ／収 入 認 定 額　 。2 2  7,  7 １ ３ 円　　　　　　　　　　　　　　　　 ／

（給 与 収 入158,663 円 、国 枳 還 付 金56,696 円レ3 月 分 本 人 支 払 額12,354

円 ）　　　　　　　　　　　　　 卜　　　　　　　　 。　　　 ’

ウ　 控 除 額　　　　 ５ 2,275 円

（基 礎 控 除27,280 円 、 給 与 雇 用 保 険 料635 円 、 給 与 所 得 税9,700 し円 、 国

∧ 民 年 金 保 険 料14,660 円 ）　　　　　　　　　　　　　 二　 ‥

万工 ’収 入 充 当 額　 １ ７ 5,438 円 （イ ー ウ ）　　　　　 ‥ ‥‥　　　 ‥

オ　 保 護 費 っ ＼ － ７ ４ ， ６ ３ ８ 円 （ア ーエ ）　　　 十 十　　　　 几

（本 人 支 払 額 ７ ４ ， 
づ
６ ３ ０ 円 、 １ ０ 円 未 満 の 端 数 切 り 捨 て ）

23　 平 成 ２ ２ 年 ４ 月万6日

処 分 庁 は 、 平 成 ２ ２ 年 ２ 月 、 ３ 月 及 び ４ 月 分 保 護 決 定 （変 更 ）通 知 書 を 請 求

人 宅 の ポ ス ト に 投 函 し た こ と 。 な お 、 処 分 庁 は 、 同 通 知 書 に 別 紙 （不 服 申 立 に

係 る 教 示 文 ） を 添 付 し て い な か っ た こ と 。 ま た 、平 成 ２ ２ 年 ２ 月 及 び ３月 分 の

保 護 決 定 （変 更 ） 通 知 書 に 保 護 を 変 更 し た 理 由 を記 載 し て い な か っ た こ と 。

24　 平 成 ２ ２ 年 ４ 月 １ ４ 日　　 ：　　　 。・　　　　　　　　　　Ｉ･　　　　　　。’。　　　･¶　　　。｜

請 求 人 は 、同 年 ３ 月 分 の 収 入 状 況 申 告 書 を 給 与 支 給 明 細 書 を 添 付 し て 処 分 庁

に 提 出 し た こ と 。 給 与 支 給 明 細 書 は 、支 給 額 １ ４ ３ パ Ｌ ０ ０ 円 、雇 用 保 険 料 ５

卜72 円 、 所 得 税7,300 円 で あ っ た こ と 。

25　 平 成 ２ ２ 年 ４ 月 ２ ３ 日

卜 処 分 庁 は 、 同 年 ５ 月 分 保 護 費 を 次 の と お り 算 定 し た こ と （本 件 処 分 丁 ）。

ア　 最 低 生 活 費　1  0  0,  8  0  0 円　　　　　　　　 二　　 △　　 十 ＼

ｎ
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匸（生活扶助68,800 円，住宅扶助32,000 円）　 ＼

イ　収入認定額　２ １ ７,卜7 310 円　　　　　　 ＼　　づ　 ノ　　　　ヘ

（給与収入143,100 円。` ４月分本人支払額74,630 円）　　　 ＼

ウ ，控除額　　　　５５厂８５７円
¶　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　･。　　　　　　　

●（基礎控除26,090 円，給与雇用保険料6ｳ2 円，給与所得税7,30.0円，ガ

ソリン代21,895 円）　 二　　　　　　　卜　　　　　　　 ”

＊ガソリン代算定内訳　 ，

工　収入充当額　１６ 1, 8  7 3 円（イーウ）　　　几　　 … ……

オ　保護費 ＼ －６１，０７３円（本人支払額６ １･,070 円1）（アニーエ）

なお，上記平成２２年4･月分ガソリン代算定には誤りがあり，正しくは９，

１ ２ ３ 円であ り，必要経費額計は２ ６，１ ５ ３円となること。ﾚ
・　　　　　・　　　　　　　I,26/ 平成２ ２年６月１７日　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　二

請求人は，本件審査請求甲ないし審査請求丁を提起したこと。　 卜　 ／

第 ９　 審 査 庁 の 判 断　　　　　　　　 ▽　　　　　　 ／

＜レ 法 によ る 保 護 は 、、「生活 に 困窮 す る 者が 、 そ の利 用 し 得 る 資産 、 能 力そ め 他

＼あ ら ゆる も の を 、そ の最 低 限 度（7?生活 の 維 持 の ため に活 用 す る こ と を要 件 と し

て 行 わ れ る 。）（法第 ４ 条 第 １ 項）/と規 定 し て お り、生 活 に困 窮 す る者 に、同 項

｀　 の 規 定 にい う 「利用 し得 る 資 産」た る 金 銭 収入 等 が認 め ら れる 場 合 、こ れ を 自

身 の最 低 限 度 の 生活 の維 持 の た め に活 用 す る こ とが求 め ら れる とこ ろ で す。＼

◇ 次 に 、 法は 、 保 護 の 程 度 にう い て 、「厚 生 労 働大 臣 の定 める 基 準 によ り測 定

し た 要 保 護 者 の 需 要 を基 と し 、そ のう ち 、そ の 者の 金 銭又 は 物訪 で 満 た す こ と
｜　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　｜

の で き な い 不 足 分 を補 う程 度 にお い て 行 う も の とす る。」（法 第 ８条 第 １項 ）こ

と とし 、 保 護 の 基準 につ いて 、「要保 護 者 の 年 齢別 、 性別 、 世帯 構 成 別 、 所 在

地 域 別 そ の他 保 護 の 種 類 に 応 じ て 必 要 な 事 情 を考 慮 し た 最 低 限 度 の 生活 の 需

要 を満 た す に 十 分な も ので あ って 、且 つ 、こ れ をこ え ない も ので な け れ ば な ら

な い 。」（法 第 ８条 第 ２項 ） と 規定 し て い ま す 。　　　　　　 卜　　　　 ／

･こ れ ら 法の 規 定 を受 け て 、厚 生労 働 大｡臣 は 、「生活保 護 法によ る保 護 の基 準」

12
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二（ 昭 和 ３ ８ 年 厚 生 省 告 示 第 １ ５ ８ 号 。 以 下 「保 護 基 準 」 と い う 。） を 定 め て お

り 、そ の 中 で 、年 齢 別 、地 域 別 等 に 区 分 し た 基 準 生 活 費 等 の 最 低 生 活 費 を 規 定

し て い ま す 。　　 ノ　　 ’　　　　　　　　　　　　　･･

２　 保 護 の 程 度 た る 法 第 ８ 条 第 １ 項 の 規 定 に い う「そ の 者 の 金 銭 又 は 物 品 で 満 た

す こ と の で き な い 不 足 分 」 の 具 体 的 な 内 容 に つ い て 、「生 活 保 護 法 に よ る 保 護

の 実 施 要 領 に つ い て 」［昭 和 ３ ６ 年 ４ 月 ］/日 付 け 厚 生 省 発 社 第 １ ２ ３ 号 厚 生 事

務 次 官 通 知 。 以 下 「次 官 通 知 」 と い う 。） は 、「当 該 世 帯 に づ き 認 定 し た 最 低 生

活 費 と 、（中 略 ） 認 定 し た 収 入 （以 下 「収 入 充 当 額 」 と い う 。） と の 対 比 に よ り

て 決 定 す る 。」（第 １ ０ の 前 段 ） と 規 定 し て い ます 。

卜
ま た 、 次 官 通 知 は 、就 労 収 入 が 法 第 ４ 条 第 １ 項（7:?規 定 に い う 「利 用 し 得 る 資

産 」 及 び 法 第 ８ 条 第 １ 項 の 規 定 に い う 「金 銭 」 に 該 当 す る こ と を 前 提 と し て 、

そ の 認 定 指 針 を √「① 官 公 署 、 会 社 、 工 場 、一商 店 等 に 常 用 で 勤 務 し 、 又 は 日 雇

しそ の 他 に よ り 勤 労 収 入 を 得 て い る 者 に つ い で は 、基 本 給 √勤 務 地 手 当 、 家 族 手

当 及 び 超 過 勤 務 手 当 等 の 収 入 総 額 を 認 定 す る こ と 、② 勤 労 収 入 を 得 る た め の 必

要 経 費 と し て は 、基 礎 控 除 、 特 別 控 除 、新 規 就 労 控 除 及 び 未 成 年 者 控 除 に よ る

ほ か 、社 会 保 険 料 、所 得 税 、労 働 組 合 費 、通 勤 費 等 の 実 費 の 額 を 認 定 す る こ と 。」

（第 ８ の ３ の （１ ） の ア ） と 規 定 し て い ま す 。　　　　　　　　 二

よ っ て 、こ れ ら の 規 定 か ら 総 合 的 に 判 断 す る と 、法 第 ８条 第 １ 項 の 規 定 に い

う 「そ の 者 の 金 銭 又 は 物 品 で 満 た す こ と の で き な い 不 足 分 」 た る 保 護 費 は 、保

護 基 準 に よ り 算 定 さ れ る 当 該 世 帯 の 需 要 （最 低 生 活 費 ） と 次 官 通 知 等 の 規 定 に

よ り 算 定 さ れ る 収 入 充 当 額 を 、比 較 検 討 し た 上 で 決 定 さ れ る こ と に な る も の で

す 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 づ

３　 ま た 、 法 は い 保 護 の 変 更 に つ い て 、 法 第 ２ ４ 条 第 ５ 項 で 準 用 す る 同 条 第 ２ 項

』 こお い て 、「書 面 に は 、決 定 の 理 由 を 附 さ､な け れ ば な ら な い 。」 と 規 定 し て い ま

す 。 これ は 、処 分 通 知 書 に 処 分 理 由 の 付 記 を 義 務 づ け る こ と に よ り √実 施 機 関

の 判 断 の 慎 重 、合 理 性 を 担 保 す る と と も に 、い か な る 理 由 に よ る 処 分 で あ る か

を 相 手 方 に 知 ら せ て そ の 不 服 申 立 て の 便 宜 に 資 す る と の 目 的 に よ る も の で あ
・　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

･る と 解 さ れ て い ま す 。　　　　　　　　　　　 二

４　 本 件 に お い て 、請 求 人 は 、通 勤 用 に 使 用 し て い る 自 動 車 の ガ ソ リ ン 代 及 び 車

検 費 用 等 を 就 労 収 入 か ら 控 除 し て い な い と 主 張 し ま す の で 、ま ず こ の 点 か ら 検

十討 し ま す 。　　　　　　　　　　　　 し　　・　　　　　　　　　　　 ＼

（ １ ） ガ ソ サ ン 代 に つ い て （本 件 処 分 丁 ）　 ｀ 厂　　 ▽

厂　 処 分 庁 は 、 平 成１ １ 年 １ ０ 月 ２ ３ 日 付 け 裁 決 書 に お い て 、「勤 労 収 入 を 得

13
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るため の必要 経費として 通勤 費等 の実費の額を認定していない点において

相当でな」いと判断されたため（前記認定事実12 ）、平成２２年 ２月１日、

必 要 経費として平成２１年１月分から平成２２年２月分までのガソリン代

入 計9  4,  8  7  9 円を算定し、平成２２年 ２月分本人支払額５８√５５４円を

Ｓ　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■差し引いた上で必要経費計３ ６， ３２５円を支給するとしていま す（認定事

、 実18 ）。また、平成 ２２年 ３月分から同年５月分までのガソリン代計2 ユ 、

一８ ９ ５円を算定し、同年 ５月分保護費において就労収入から控除しています

（本件処分丁）（認定事実25 ）。

二よこって、ガソリン代が就労収入から控除していないとの請求人の主張は採

用できません。しかしながら、別途請求人の主張する平成２１年１月分から

平成２２年２月分までのガソリン代合計額から本人支払額を差し引くこと

。の是非、差引後のガソリン代残額の支給の有無はさてお’き、平成２２年３月

分から同年５月分までのガソリン代の算定には誤りがあり、正しくは計２６，

１ ５ ３円で あることから、本 件処分丁は相当ではないと言わざるを得ません。

ところで、本件において、処分庁は、収入増により本人支払額が発生した

場合、当該本人支払額を翌月に収入認定していますが（認定事実17 、22 及

び25 ）、次官通知第１０にお いて、「（前略卜 保護の種類は、｡そ の充当額を、

原則 として、第１に衣食等の生活費に、第２に住宅費に、第３に教育費及び

高等学校等への就学に必要な経費に√以下介護、医療、出産（中略）に必要

な経費の順に充当させ、その不足する費用に対応してこれを定めること。」

＼とされているごとから、単身で介護扶助を受けていない請求人の場合、本人

、支払額は当該月の医療費に充当させることが正当であると判断されます。

（２）車検費用等について （本件処分丙）　　　 匸＼

､ア　 請求人は、平 成２２年 ３月厂L2 日、同年２月分 の収入状況 申告書に軽自

動車車検代領収書計６４;　０００円を添付し、処分庁 に提出しましたが、

処分庁は、これを必要経費として認めていません（本件処分丙）（認定事

実21 及び22 ）･。　　　 一　　　　　　　 ／

イ ’処分庁は√課長通知に照らし、請求人の自動車の使用は認められず、公

共交通機関で通勤可能であるため車検代等を収入から控除してい‘ないと

主張します。一方、請求人は、年齢や身体状況のほか、出勤３０分前に出

勤している実態があることから公共交通機関では始業時間に間に合わな

いと主張します。本件処分丙の争点は、通勤用自動車の保有め可否と思料

されますので、以下検討します。　　　　　　　　　　　　　　 ／

14
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ヴ 課 長 通 知 で は 、:通 勤 用 自 動 車 の 保 有 に つ い て 、「次 の い ず れ か に 該 当 す

る 場 合 で あ っ て 、 自 動 車 に よ る=以 外 の 通 勤 す る 方 法 が 全 く な い か 、又 は 通

勤 す る こ と が き わ め て 困 難 で あ り 、 か つ 、そ の 保 有 が 社 会 的 に 適 当 と 認 め

ら れ る と き （後 略 ）j は 認 め 七 よ い と し 、 次 の い ず れ か の 場 合 の 二 つ に 、

「公 共 交 通 機 関 の 利 用 が 著 し く 困 難 な 地 域 に あ る 勤 務 先 に 自 動 車 に よ り

通 勤 す る 場 合 」 が あ げ ら れ て い ま す 。 ま た 、 そ の 条 件 と し て 、「（1 ）世 帯 状

況 か ら み て 、 自 動 車 に よ る 通 勤 が や む を 得 な い も の で あ り 、 か つ 、 当 該 勤

務 が 当 該 世 帯 の 自 立 の 助 長 に 役 立 っ て い る と 認 め ら れ る こ と 。（2 ）当 該 地

域 の 自 動 車 の 普 及 率 を 勘 案 し て 、自 動 車 を 保 有 し な い 低 所 得 世 帯 と の 均 衡

を 失 し な い も の で あ る こ と 。▽（3 ）自 動 車 の 処 分 価 値 が 小 さ く 、‘通 勤 に 必 要

な 範 囲 の 自 動 車 と 認 め ら れ る も の で あ る こ と 。（4 ）当 該 勤 務 に 伴 う 収 入 が

自 動 車 の 維 持 費 を 大 き く 上 回 る こ と 。」（第 ３ の ９ ）ﾌ と゚ さ れ て い ま す 。

∧　 さ ら に 、「公 共 交 通 機 関 の 利 用 が 著 し く 困 難 な 地 域 」 に つ い て は √「生 活

保 護 問 答 集 に つ い て 」（平 成 ２ １ 年 ３ 月 ３ １ 日 付 け 厚 生 労 働 省 社 会 ・ 援 護

局 保 護 課 長 事 務 連 絡 。 以 下 「別 冊 問 答 集 」 と い う 。囗 こお い 七 、「一 律 に 基
¶･　　　　　　 ¶　　　　。　　　　　　 ■　　　　　　　　　　・

準 を 示 す こ と は 困 難 で あ る が 、 例 え ば 、 駅 や バ ス 停 ま で の 所 要 時 間 や 、 公

共 交 通 機 関 の １ 日 当 た り の 運 行 本 数 、さ ら に は 当 該 地 域 の 低 所 得 者 世 帯 の

通 勤 実 態 等 を 勘 案 し た う え で 、自 動 車 に よ ら ず に 通 勤 す る こ と が 現 実 に 可

能 か ど う か 七 い う 観 点 か ら 実 施 機 関 で 総 合 的 に 判 断 さ れ た い 。」（問3-1

し ６ ） と さ れ 七 い ま す 。　　　　 △　　　　　　　　　　　　　　 ＼　
ご

工　 そ こ で 、本 件 審 査 請 求 の 審 理 に お け る 再 弁 明 の 中 で 処 分 庁 が 主 張 し た ２

’経 路 に つ い て 、 以 下 検 討 し ま す 。　　　　　　　　　　　　　　　　 ‥

請 求 人 は 、 出 勤 時 間 の ３ ０ 分 前 に 出 勤 し 、 ア ル コ ー ル 検 査 、 車 の 点 検 作

業 等 を 行 っ て い る と 主 張 し ま す が 、 前 記 第 ４ の （ ２ ） 及 び 第 ５ の （ １ ） の

■　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　 丶
表 を 比 較 す れ ば 。処 分 庁 の 主 張 す る ２ 経 路 で は 少 な く と も 日 曜 日 の 出 勤 時

間 に 間 に 合 わ な い こ と が 認 め ら れ ま す 。 こ の点 に づ い て 処 分 庁 は 、 は 公 共

交 通 機 関 に よ る 通 勤 で は 休 日 勤 務 の 出 勤 時 間 に 間 に 合 わ な い こ と を 認 め

た 上 で 勤 務 地 近 く へ の 転 居 指 導 を 行 って き た 旨 及 び 勤 務 先 の 最 寄 駅 か ら

‘タ ク シ ー を 利 用 で き る こ と を 請 求 人 に 伝 え て い る 旨 主 張 し ま す 。し か し な

が ら 、 転 居 指 導 を し て い る こ と 及 び タ ク シ ー 利 用 を 認 め て い る こ と は 、 直

ち に 通 勤 用 自 動 車 の 利 用 を 認 め な い こ と に は つ な が り ま せ ん 。 す な わ ち 、

転 居 す る ま で の 間 自 動 車 の 利 用 を 認 め る こ と は 可 能 で あ り 、タ ク シ ー は 課

長 通 知 で い う と こ ろ の 公 共 交 通 機 関 に は 該 当 し な い と 解 さ れ る こ と か ら 、
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二 処 分 庁 の 主 張 に は 首 肯 で き ま せ ん 。　　　　　　　　　 二　　　 し

ま た 、請 求 人 の 年 齢 （ ６ ３歳 ） 及 び 雨 天 時 等 を 考 慮 す れ ば 、 平 日 に お い

て も 確 実 に 公 共 交 通 機 関 で 通 勤 可 能 と ま で は 判 断 で き ま せ ん 。

な お 、 認 定 事 実 ５ か ら ７ ま で の と お り 、 処 分 庁 は 、 公 共 交 通 機 関 が 利

用 で き る か 否 か を 確 認 す る､こ と な し に 自 動 車 の 使 用 禁 止 の 指 導 を 行 っ て

い る こ と 、 指 導 後 に 確 認 し た 経 路 の う ち の １ つ は 西 公 園 か ら 勤 務 地 最 寄

ノ　 の バ ス 停 ま で の 経 路 を 示 し た も の に と ど ま り 、 本 来 、 請 求 大 め 自 宅 か ら

の 経 路 を 調 査 し た 上 で 、 請 求 人 の 出 勤 時 間 等 の 勤 務 実 態 と バ ス の 運 行 時

間 や 所 要 時 間 と を 勘 案 し て 、 通 勤 が 可 能 で あ る か･ど う か を 判 斷 す べ き と

’ こ ろ 、 請 求 人 の 出 勤 時 間 等 勤 務 実 態 を 確 認 し て い な い こ と が 認 め ら れ ま

す 。 以 上 の と お り 、「公 共 交 通 機 関 の 利 用 が 著 し く 困 難 な 地 域 」 の 判 断 に

つ い て は 、 処 分 庁 の 裁 量 権 の 逸 脱 が あ っ た と 認 め ら れ ま す 。

オ　 ま た 、 請 求 人 の 給 与 は 、 平 成 ２ １ 年 １ １ 月 分 １ ６ ８ ， ７ １ ４ 円 、 同 年 １

２ 月 分 でＬ 6  2,7 １ ３ 円 、 平 成 ２ ２年 １ 月 分 １ ７ヽ ０ √ ７ ５ ７ 円 、 同 年 ２ 月

分1  5  8,  6  6  3 円 、同 年 ３ 月 分 １ ４ 3,  10  0 円 で あ る こ と （認 定 事 実

13 レ16 、19 、21 及 び24 ） 及 び 使 用 す る 軽 自動 車 も 平 成 ９ 年 式 で あ る こ と

（認 定 事 実 ５） が 認 め られ ま す 。

卜 上 記 ご匚に 加 え 、請 求 人 の 給 与 、軽 自 動 車 の処 分 価 値 そ の 他 自 動 車 の 普 及

率 等 を 総 合 的 に 勘 案 す れ ばﾐ 通 勤 用 自 動 車 の保 有 に つ い て 上 記 ウ の 課 長 通
・　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

知 第 ３ の ９ に 該 当 す る も の と 判 断 さ れ ま す 。　 卜　　　　 卜

以 上 か ら 、請 求 人 の 通 勤 用 自 動 車 保 有 に つ い て は 、容 認 さ れ る と 判 断 さ

れ 、｡自 動 車 車 検 代 を 必 要 経 費 と し て 認 め な か っ た 本 件 処 分 丙 は 取 消 し を 免

卜　 れ 得 ま せ ん 。　　　　　　　　　　　　　　　　　 づ　　 六 白　　　 、

な お 、 請 求 人 は 、 自 動 車 を 使 卅 し て い た こ と を 処 分 片 に 報 告 せ す 、 虚 偽

、 の 通 勤 費（公 共 交 通 機 関 の 費 用 ）を 申 告 し て い た こ と が 認 め･ら れ ま す が（認

定 事 実 ４ ）、 こ の こ と に つ い て は 、 自 動 車 保 有 の 可 否 に 関 す る 当 庁 の 判 断

を 左 右 す る も の で は あ り ま せ ん 。－

５　 次 に 、処 分 庁 は 、 本 件 処 分 甲 、 本 件 処 分 乙 及 び 本 件 処 分 丙 に つ い て 、保 護

決 定 （変 更 ）通 知 書 を 当 該 月 に 請 求 人 に 通 知 せ ず 、平 成 ２ ２ 年 ４ 月 ６ 日 に 当

該 保 護 決 定 （変 更 ）通 知 書 を 請 求 人 宅 の ポ ス ト に 投 函 し て い ま す が 、 本 件 処

分 甲 及 び 本 件 処 分 乙 に 係 る 同 通 知 書 に 変 更 理EIEIが 記 載 さ れ て い ま せ ん 。さ ら

に 、同 通 知 書 に 別 紙 （不 服 申 立 に 係 る 教 示 文 ）を 添 付 し て い な か っ た こ と が 、

認 め ら れ ま す （認 定 事 実2･3 ）。･-　　　 卜　　　 ∧
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したがって、本件処分甲、本件処分乙及び本件処分丙は、処分後の平成２

２年４月６日に通知され、しかも不服申立に係る教示文が添付されてlいない

点において、不適切な事務処理と言わざるを得ません。さらに、本件処分甲

及び本件処分乙に係る保護決定（変更）通知書には、法に定められた処分通

知書への処分理由の付記がなされておらず√手続上の違法があったと言わざ

るを得ません。　　　　＼　　　＼　　十　　　　 ＼

なお、請求人は、平成２２年２月分で収入認定した賞与収入（認定事実

17、本件処分甲）に対して特別控除を行っ･ていないと主張しますが、処分庁

は、平成２１年まで毎月認定していた特別控除を平成２２年から年２回とす

る旨説明しているため（認定事実15 ）、この点についでの請求人の主張は採

用できません。　　　　し　　＼　　　　　　　‥　　　 グ　　　ト
６　以上のとおり、本件処分甲及び本件処分乙は、処分理由の付記がなされて

いない点において違法であり、本件処分丙は、自動車の保有が容認されるた

め車検代等を収入から控除しなかった点において違法であり、本件処分丁は、

ガソリン代の算定誤りが認められる点におい忿違法と判断せざるを得ませ

ん。’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ

結論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜　　　　卜
以上のとおり、審査請求甲、審査請求乙、審査請求丙及び審査請求丁には、

理由があるので行政不服審査法第斗Ｏ条第３項の規定に基づき、主文のとおり

裁決します。　　　　　　　　　　　　　　 －　　　　　　　　　　　 二

平成23 年　り月岬 日

福岡県知事　　小 一川
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